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九条の会．ひがしなだ 

                     

第 132 号 
 

２０２０年 

１２月２３日 

 

事務局 西谷利文 Tel 080-1485-5603  E-mail  nishi-t@hm.h555.net 

 

   深草徹の“ここがポイント” 

  「ＧｏＴｏトラベル」による感染拡大責任 

                 深草徹 

今年４月７日の閣議決定で、政府は「新型コロナウイルス感染症の拡大が収束した後の一定期間に限

定して、官民一体型の消費喚起キャンペーンを実施する」と、①感染拡大収束後、②期間を限定、との

条件を付して、「Ｇｏ Ｔｏトラベル」事業を行うことを決めました。 

ところが政府は、この条件を反故にしてしまいました。 

第一。政府は、第二波が明らかになった７月、当初予定を前倒しして、実施しました。 

第二。感染拡大が進み、第三波に突入したことが明白になった１１月中旬、政府は、自ら一時停止を

するべきであったのに、継続したばかりか、専門家らによる分科会の一時停止の提言をも、実質上は無

視し続けました。 

 第三。政府は来年６月まで、実施期間を延長することを決めました。 

分科会の尾身茂会長が言うように、感染拡大中の「Ｇｏ Ｔｏトラベル」は、一層の感染拡大をもた

らします。これまでのデータでは、第三波では、感染者数が過去最高に達しているばかりか、重症者と

死者が、第一波、第二波に比べ、ハッキリ増加しています。 

「ＧｏＴｏトラベル」の野放図な実施により、このような事態を招いた菅首相と政府は、コロナ感染拡

大責任を負わねばなりません。 

（深草憲法問題研究室主宰、九条の会.ひがしなだ筆頭代表世話人) 

 

 

GO TO・・・？！ 
                            横林 賢二 

12月 11日政府分科会会長尾身茂会長は、「医療機関はもう、通常の医療とコロナ感染の医療を両立す

ることが困難」と「GO TO トラベル」の一時停止に踏み込む発言をした。しかし、スガ首相は経済重

視とし、「GO TO」を来年 6月まで延長という方針は変えないと言う。 

その後も感染拡大は続いているが、GO TOはなにもトラベルだけではない。 

美浜原発３号機、高浜原発１、２号機は稼働 40 年を越えた老朽原発であり、危険であるにも関わら

ず来年再稼働をしようとしている。まさに、「GO TO 原発再稼働」である。「GO TO 75 歳以上医療費

引き上げ」もそうである。 

団塊世代である私は、「GO TO怒り心頭」である。 

                                  熟年者ユニオン 71歳 
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「語りつごう戦争」展 

「戦争と文化」テーマに大人向け企画 

勉強になった「戦争体験を語る会」 
山本 優 

１２月６日（日）から１０日（木）までの五日間、兵庫区の日

蓮宗妙法華院で、第４３回兵庫の「語りつごう戦争」展が開催さ

れました。 

 毎年、参加しているのですが、今年は６日（日）に参加させて

いただきました。本堂での、ここ数年の展示傾向は、子どもたち

に分かりやすい展示、というイメージでしたが、今年のテーマは

「戦争と文化」で、大人向け企画が特徴的でした。戦争当時の新

聞記事や雑誌など、貴重な一次資料が数多く展示されており、当時の様子が実感として感じられる内容

でした。子供向け企画は、1階の別室での開催。 

また、「戦争体験を聞くつどい」では、「『鶉野飛行場』工事事務所に勤務して」と題したお話は、昨

今のコロナ情勢も考慮して、高齢の語り部に代わって、本人の著作を主催者側で読み上げる形で実施。

加西市鶉野の現地現場に近い高校の教員による解説とも相まって、とても勉強になりました。 

 ８月に、戦争について考える催しは多いですが、アジア太平洋戦争の開戦日にあたる１２月８日前後

に行われる、この貴重な戦争展が、今後も引き続き開催されていくことを、切に願っています。 

（神戸市教員） 

 

ハナ絵モンの思い 

「くらしー」に込められた願い 
関本（市川）英恵 

1982年 7月 7日、堀木訴訟最高裁大法廷。行政による憲法違反を

訴えた一人の盲目の女性の上告を棄却する不当判決が下されまし

た。その時、一頭の盲導犬が裁判官に吠えかかりました。「憲法の

番人」から「お上の犬」へとなり下がった裁判官をたしなめたよう

です。この「憲法の番犬」をモチーフとしたキャラクターが作られ

ました。 

耳が憲法「２５」条、お腹には七夕判決を由来とした星、その中

に「レトリバー」「レボルーション」「ライト（権利）」の頭文字である「R」が描かれています。 

このキャラクターは神戸大学・井口克郎先生が考案され、「社会保障レボルーション」出版記念集会

の企画で名前が「くらしー」に決められました。兵庫生存権裁判や被災者追い出し裁判の資料に使われ、 

私もこの連載の絵に何度か登場させています。 

憲法 25 条は健康で文化的な「生活権」の保障を国家の義務としています。人権としての人間らしい

「生活」の実現を求めて、社会保障、平和、労働などの取り組みの連携を図っていこうという願いが込

められています。 

（「憲法の歌」作詞者、「住むこと 生きること 追い出すこと」著者） 



3 

 

１２月６日（日）三宮 

学術会議任命拒否の撤回を求めて第３弾、２００人のデモ 

                           西信夫 
 １２月３日に１７２人、４日に１２９人、５日に１５１人、

兵庫県のコロナ感染者が急増し、妻から、「もう三宮には出

て行かないで！」と言われました。持病のある彼女がコロナ

感染を極度に恐れるのは理解できます。しかし、６日（日）

の集会・デモを欠席するわけにはいかず、１０：２５に東遊

園地北入口に着きました。未だどなたも来ていません。幸い、

風もなく暖かい日和でしたが、コロナ感染者急増の中で、第

３弾のデモ参加者は少ないだろうと心配していました。しかし、徐々に集まる人が増え、第１弾（１１

／１２ １８０人）、第２弾（１１／２６ １５０人）を上回る数になりました。 

この日のゲスト・スピーカー、内田樹さん（神戸女学院大学名誉教授）と森井俊行さん（神戸大学名

誉教授）もお姿を見せられました。どなたかが、（内田さんと森井さんはともに東灘区にお住まいなの

で）「東灘は人材豊富です」と話されていました。定刻通り１１：００に集会が始まり、お二人のスピ

ーチは場を沸かせました。その後、三宮センター街を通り、ＪＲ元町駅手前までのデモに移り、内田さ

んには先頭の横断幕を持っていただきました。 

この時期に、この問題で、３回の連続デモを行うのは、全国でも例がないでしょう。「憲法改悪スト

ップ兵庫県共同センター」と「こわすな憲法！いのちとくらし！市民デモＨＹＯＧＯ」が初めて共催で

取り組んだデモでした。国民の思想信条と表現の自由を奪われないために、引き続き神戸の地で頑張っ

ていこうと思います。                      

   （市民デモＨＹＯＧＯ） 

 

 

勝ったぞ！！ 

       大飯原発 3、4号機設置許可取消訴訟 
高橋武三 

 12月 4日午後 3時開廷の大阪地裁大法廷にて、森鍵一（もりかぎ・はじめ）裁判長は規制委の原発耐

震性の『判断過程に看過しがたい過誤、欠落がある』と断じ、原発の設置許可を取り消すと判決しまし

た。8年半の長きにわたり大飯原発 3、4号機設置許可取消行政訴訟を闘ってきた原告団・弁護団・支援

者の勝訴の瞬間でした。 

 原発の耐震設計の目安となる基準地震動の策定では、実際に起こった地震の地震動データのばらつき

を平均値化し、それに断層の幅や長さを考慮した数値を上乗せして決めていました。その算定時に「ば

らつき」の考慮や検討がなされていなかったと判決は指摘しています。自然界では平均値を上回る地震

がいくらでも起こっていますから、この判決は普通に考えれば、誰でも分かる常識的な判断です。従っ

て、全国の原発は直ちに基準地震動の見直しのために停止されねばなりません。 

 この判決を武器に、地震国日本のすべての原発を廃炉にするよう要求しましょう。 

                             （神戸の石炭火力発電を考える会） 
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住吉山手から                    

雉（きじ） 
                                    公庄 れい 
 

「今日は雉メシを食わしたるで！！」と、高野山駅まで迎えに来てくれた夫は言う。「角谷がなー、草

刈しとって、雉の首を切ってしもた、言うて持ってきたんや。ボクが羽むしって、料理したんやで」と、

彼は得意そうである。 

 数日後、別のおじさんが「ウチのジャガイモ畑で、雉が子抱いとんのや」と教えてくれたので、見に

行くと、目をパチパチさせながら、いかにも心配そうに首を伸ばしてふる。その緊張ぶりが可哀そうな

ので、見に行くのは止めにした。 

 「焼け野のキギス」という諺があるが、卵を抱いているキジは、火が迫ってきても、逃げないそうで

ある。桃太郎は鬼退治に、どうして鷲（わし）や鷹（たか）ではなくて、雉を連れて行ったのか。 

 初夏、茶を摘みに行くと、近くの茂みでケーン、ケーンとうるさく鳴きたてる雄（おす）の雉。近く

で、雌（めす）が卵を抱いているのである。 

 草道で向かい合って闘う 2羽の雄。警笛を鳴らしても、一歩も譲らない。 

 雉を間近に見ていた人たちが、昔ばなしを作ったのであろう。 

                          （孫たちの将来を案じるおばあちゃんの会） 

 

催し案内 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

                                 

 

  

カンパの郵便振替口座 

 口座記号 ００９００－６ 

 番  号 ２１７１２９ 

 名  義 九条の会.ひがしなだ 

 

 
 

編 

集 

後 

記 

先
月
号
（
No
１
３
１
号
）
の
１
頁

の
世
相
雑
感
「
r

e

p

e

a

t 

・
ス
ガ
」
の
記
事
の
中
で
、「
２
０

２
１
年
度
の
防
衛
費
概
算
予
算
の

７
７
２
億
円
を
決
定
」
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、「
２
０
２
１
年
度
の

防
衛
費
概
算
要
求
額
は
、
過
去
最

高
の
５
．
５
兆
円
と
か
」
の
間
違

い
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
N
生
） 

 
 

   芦屋「九条の会」１６周年記念のつどい 

       コロナ禍と戦争 

   ～宇宙物理学者が語る抑止力とは～ 

日 時 2021 年３月 20 日（土）１４時～ 

場 所 ルナ・小ホール 

講 師 池内 了さん（名古屋大学名誉教授 

               宇宙物理学者） 

主 催 芦屋「九条の会」 

問合せ 片岡（090-7118-2312） 

１月のつどい 

 内 容  「学校の平和教育」（仮題） 

 講 師   山本教諭 

 日 時   １月 ２４日（日）午後２時～ 

 場 所   西区文化センター 

２階第６会議室 

主 催  西神ニュータウン九条の会 

問合せ  市原（078-991-1955） 

 


